
聖霊降臨後第１５主日特祷（特定１７）  

 

慈しみ深い神よ、あなたはみ恵みを常にわたしたちに先立たせ、また伴わせてくださ

います。どうかこの恵みによって絶えずすべてのよい業を行うことができますように、

主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 申命記 ４章１節～９節 

 

4:1 イスラエルよ、今、私が守るように教える掟と法に耳を傾けなさい。そうすれ

ばあなたがたは生き、あなたがたの先祖の神、主が与える地に入り、これを所有でき

るであろう。2 あなたがたは、私が命じる言葉に何一つ加えても、削ってもならない。

私が命じるとおり、あなたがたの神、主の戒めを守りなさい。3 あなたがたは、主が

バアル・ペオルでなさったことをその目で見た。あなたの神、主はペオルのバアルに

従った人をすべて、あなたの中から滅ぼされた。4 しかしあなたがたの神、主に付き

従ったあなたがたは皆、今日も生きている。5 見よ、私はあなたがたに掟と法を、私

の神、主が命じられたとおりに教える。あなたがたが入って所有する地でそれを行う

ためである。6 あなたがたはそれを守り行わなければならない。それは、もろもろの

民が目にするあなたがたの知恵と分別であり、彼らはこれらすべての掟を聞き、「こ

の大いなる国民は、知恵と分別の民にほかならない」と言うであろう。7 私たちの神、

主は、私たちがいつ呼びかけても近くにいてくださる。このような神を持つ大いなる

国民が、果たしてほかにいるだろうか。8 また、今日、あなたがたに与えるこのすべ

ての律法のように、正しい掟と法を持つ大いなる国民が、ほかにあるだろうか。9 た

だ、あなた自身くれぐれも気をつけ、注意を払い、目で見たことを忘れず、生涯、心

から離さないように努め、それらのことを子や孫たちに語り伝えなさい。 

 

詩 編 第１５編 

 

１ 主よ、どのような人があなたの幕屋に宿り∥ あなたの尊い山に住めるのですか 

２ それは、とがなく歩み、正義を行い∥ 心からまことを語る人 

３ 言葉で人を傷つけず、その友に悪を行わず∥ 隣人を辱めない 

４ 神を捨てた者を戒め、神を畏れる人を尊ぶ∥ 悪いことはしないと誓って、それ

を変えることはない 

５ 金を貸して利をむさぼらず∥ 賄賂を取って罪のない人を苦しめない 

６ このように振舞う人は∥ とこしえに揺らぐことはない 

 

使徒書 エフェソの信徒への手紙 ６章１０節―２０節 

 

6:10 最後に、主にあって、その大いなる力によって強くありなさい。11 悪魔の

策略に対して立ち向かうことができるように、神の武具を身に着けなさい。12 私た



ちの戦いは、人間に対するものではなく、支配、権威、闇の世界の支配者、天にいる

悪の諸霊に対するものだからです。13 それゆえ、悪しき日にあってよく抵抗し、す

べてを成し遂げて、しっかりと立つことができるように、神の武具を取りなさい。14 

つまり、立って、真理の帯を締め、正義の胸当てを着け、15 平和の福音を告げる備

えを履物としなさい。16 これらすべてと共に、信仰の盾を手に取りなさい。それに

よって、悪しき者の放つ燃える矢をすべて消すことができます。17 また、救いの兜

をかぶり、霊の剣、すなわち神の言葉を取りなさい。18 どのような時にも、霊によ

って祈り、願い求め、すべての聖なる者たちのために、絶えず目を覚まして根気よく

祈り続けなさい。19 また、私が口を開くときに言葉が与えられ、堂々と福音の秘義

を知らせることができるように、私のために祈ってください。20 私はこの福音のた

めの使者として鎖につながれていますが、どうか語るべきときに、私が堂々と語るこ

とができるように祈ってください。 

 

福音書 マルコによる福音書 ７章１節～８節、１４節～１５節、２１節～２３節 

 

7:1 ファリサイ派の人々と数人の律法学者たちが、エルサレムから来て、イエス

のもとに集まった。2 そして、イエスの弟子たちの中に、汚れた手、つまり洗わな

い手で食事をする者がいるのを見た。3 ――ファリサイ派の人々をはじめユダヤ人

は皆、昔の人の言い伝えを守り、念入りに手を洗ってからでないと食事をせず、4 

また、市場から帰ったときには、身を清めてからでないと食事をしない。そのほか、

杯、水差し、銅の器や寝台を洗うことなど、守るべきこととして受け継いでいること

がたくさんあった。――5 そこで、ファリサイ派の人々と律法学者たちが尋ねた。

「なぜ、あなたの弟子たちは昔の人の言い伝えに従って歩まず、汚れた手で食事をす

るのですか。」6 イエスは言われた。「イザヤは、あなたがた偽善者のことを見事

に預言したものだ。彼はこう書いている。『この民は唇で私を敬うがその心は私から

遠く離れている。7 空しく私を崇め人間の戒めを教えとして教えている。』8 あな

たがたは、神の戒めを捨てて、人間の言い伝えを固く守っている。」 

14 それから、イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「皆、私の言うことを

聞いて悟りなさい。15 外から人に入って、人を汚すことのできるものは何もなく、

人から出て来るものが人を汚すのである。」 

21 中から、つまり人の心から、悪い思いが出て来る。淫行、盗み、殺人、22 

姦淫、貪欲、悪意、欺き、放縦、妬み、冒涜、高慢、愚かさ、23 これらの悪はみな

中から出て来て、人を汚すのである。」 


